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岸裕真が手掛ける 2025 年度 CCBT プロジェクト「平行植物園」関連イベント 

シンポジウム「Botanical／Artificial Intelligence 植物と AI から考える知性のかたち」 

1 月 25 日開催。LIFORK HARAJUKU にて 

 

 
 

岸裕真は 2025 年度のアーティスト・フェローに採択され、「植物知性（BI・Botanical Intelligence）」を開発するプロジ

ェクト「平行植物園」に取り組んでいます。この度、同プロジェクトの関連イベントとして、１月 25 日（日）14 時より

シンポジウム「Botanical／Artificial Intelligence 植物と AI から考える知性のかたち」を開催いたします。 

 

このシンポジウムでは、「アート」「ボタニー（植物学）」「テクノロジー」という領域を横断し、「知性」とは何かを考察

します。ゲストには、エコロジーとアートをテーマとした展示を数々手掛けてきた長谷川祐子氏、アーティスト・研究者

として活躍し Quosmo を率いる徳井直生氏、埼玉大学大学院理工学研究科教授として植物のもつ伝達システムを可視化

する研究を行う豊田正嗣氏というそれぞれのジャンルでご活躍する３名をお迎えします。 

今春に予定されている成果発表展に先駆けて、ぜひご参加ください。 

 

シンポジウム「Botanical／Artificial Intelligence 植物と AI から考える知性のかたち」 

開催日時：2026 年 1 月 25 日（日）14:00〜16:30（開場：13:30） 

会場：LIFORK HARAJUKU（渋谷区神宮前 1-14-30 WITH HARAJUKU 3F） 

定員：80 名 

参加費：無料 

事前申込：事前予約制 ※先着順 

申込受付期間：2025 年 12 月 12 日 14:00〜 ※上限に達し次第受付終了 

Web：https://ccbt.rekibun.or.jp/events/bi-symposium 

企画・制作：岸裕真 

https://ccbt.rekibun.or.jp/events/bi-symposium
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主催：シビック・クリエイティブ・ベース東京［CCBT］（公益財団法人東京都歴史文化財団 アーツカウンシル東京） 

 

参加ご希望の方は下記リンクよりお申込みください。

https://forms.office.com/Pages/ResponsePage.aspx?id=OrZWBKMjrkOkncqaQGyxN72kts1-

Ru9AonNE6x2_4T1UQ1A3U1FFODdEUkc3MkxRSVdMVzBIUzZXTC4u 

 

◼ 登壇者 

長谷川祐子（キュレーター／美術批評家） 

京都大学経営管理大学院客員教授 / 東京藝術大学名誉教授 / 国際文化会館アートデザ

イン部門プログラムディレクター / 総合地球環境学研究所客員教授 /前金沢 21 世紀美

術館館長。 ブラジル文化勲章（2017 年）、文化庁長官表彰（2020 年）、フランス芸術

文化勲章オフィシエ（2024 年）を受賞。これまでイスタンブール、サンパウロ 、タ

イなど世界各国でのビエンナーレや、国際展を企画（「ジャパノラマ」「ジャポニスム

2018」ほか多数。著書『キュレーション 知と感性を揺さぶる力』（集英社）ほか。 

 

 

 

 

徳井直生（アーティスト/研究者） 

AI を用いた人間の創造性の拡張を研究と作品制作の両面から模索。アー

ティスト、デザイナー、AI 研究者などから構成されるコレクティブ、

Qosmo を率いて作品制作や技術開発に取り組むほか、 23 年設立の

Neutone では、AI を用いた新しい「楽器」の開発を手がける。これまで

に手がけた作品は、ニューヨーク MoMA、バービカン・センター、アル

スエレクトロニカ・センターなどで展示されたほか、Sonar や MUTEK と

いったフェイスティバルで AI を用いたパフォーマンスを行ってきた。主

な書籍に『創るための AI — 機械と創造性のはてしない物語』（BNN、大川出版賞）。博士(工学)。 

Web: https://naotokui.net/ 

 

豊田正嗣（埼玉大学大学院理工学研究科 教授） 

2002 年、名古屋大学理学部物理学科卒業。2004 年、名古屋大学大学院理学研究科物質理

学専攻（物理系）博士課程（前期課程）修了。2008 年、同大学院医学系研究科細胞情報

医学専攻博士課程修了。博士（医学）取得。奈良先端科学技術大学院大学、ウィスコンシ

ン大学（マディソン校）等で日本学術振興会特別研究員、JST さきがけ研究者等を経て、

2022 年より現職。2015 年、日本生物物理学会若手奨励賞。2017 年、文部科学大臣表彰

若手科学者賞。2024 年、日本植物生理学会奨励賞。2025 年、島津奨励賞。2025 年、岡

崎賞など多数受賞。 Web: https://www.jst.go.jp/erato/toyota/index.html 

 

https://forms.office.com/Pages/ResponsePage.aspx?id=OrZWBKMjrkOkncqaQGyxN72kts1-Ru9AonNE6x2_4T1UQ1A3U1FFODdEUkc3MkxRSVdMVzBIUzZXTC4u
https://forms.office.com/Pages/ResponsePage.aspx?id=OrZWBKMjrkOkncqaQGyxN72kts1-Ru9AonNE6x2_4T1UQ1A3U1FFODdEUkc3MkxRSVdMVzBIUzZXTC4u
https://naotokui.net/
https://www.jst.go.jp/erato/toyota/index.html
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岸裕真（アーティスト） 

1993 年生まれ。東京大学大学院工学系研究科（電気系工学専攻）修了。東京藝

術大学大学院美術研究科（先端芸術表現専攻）修了。AI を「Alien Intelligence

（エイリアンの知性）」と捉え直し、人間と AI による創発的な関係「エイリア

ン的主体」を掲げて、自ら開発した AI と協働して絵画、彫刻、インスタレーシ

ョンの制作を行う。2023 年よりほぼすべての制作において、AI モデル

「 MaryGPT 」 が キ ュ レ ー シ ョ ン を 担 当 。 主 な 活 動 と し て 、 個 展 「 The 

Frankenstein Papers」（2023 / DIESEL ART GALLERY）、「Imaginary Bones」（2021 / √K Contemporary）など。参加

展覧会に「DXP2」（2024 / 金沢 21 世紀美術館）、「獸（第 2 章 / BEAUTIFUL DAYDREAM）」（2024 / まるかビル）な

ど。他にもファッションブランド「HATRA」とのリサーチベースの作品発表や、バンド「RADWIMPS」「King Gnu」

などへのアートワーク提供、音楽家「渋谷慶一郎」の公演「アンドロイド・オペラ」の映像演出など、さまざまなアーテ

ィストや企業とのコラボレーションでも注目を集める。受賞歴に「CAF 賞 2023」入選、「ATAMI ART GRANT 2022」

選出など。（Photo : 手塚なつめ） 

IG｜@obake_ai  X | @obake_ai 

 

モデレーター：水野幸司（美術家） 

絵画や書の制作を軸に、画家や詩人の自然をめぐる洞察と表現に関心を持ち、作品の制作、

批評の執筆、展覧会のキュレーションを中心に活動。2025 年、東京藝術大学美術学部先

端芸術表現科卒業。主なキュレーションに、学展特別展示  UNKNOWN VISITORS

（2022／国立新美術館）、Poltergeist（2024／元映画館）など。コ・キュレーションとし

て、岸裕真個展 The Frankenstein Papers（2023／DIESEL ART GALLERY）などがある。

（photo: 芝田日菜） 

 

◼ 岸裕真 CCBT アーティスト・フェロー プロジェクト「平行植物園」 

2025 年度の CCBT アーティストフェローに採択された岸裕真は、「植物知性（BI・Botanical Intelligence）」を開発する

プロジェクトを行っています。 

今春、成果発表展示を行う予定となっております。ご期待ください。 

https://ccbt.rekibun.or.jp/art-incubation/40334 

 

 

 

 

本プレスリリースに関するお問い合わせ先 

√K Contemporary （運営：SEI-RIN Co.,Ltd.） 担当：渡邊 

東京都新宿区南町 6  

Tel： 03-6280-8808 ｜ Email： pr@sei-rin.com｜ URL： https://root-k.jp 

https://ccbt.rekibun.or.jp/art-incubation/40334
about:blank

